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船舶事故調査報告書 

 

                                平成２２年４月８日 

                        運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                           委   員  横 山 鐵 男（部会長） 

                           委   員  山 本 哲 也 

                           委   員  根 本 美 奈 

 

事故種類 乗組員死亡 

発生日時 不明（平成２１年１１月２７日１９時４０分ごろ本船が発見された。） 

発生場所 不明（広島県呉市倉橋町伝
でん

太郎
た ろ う

鼻
はな

灯台から真方位０５１°８００ｍ付近

（概位 北緯３４°０６.９′ 東経１３２°２７.３′）で本船が発見さ

れた。） 

事故調査の経過  平成２１年１１月３０日、本事故の調査を担当する主管調査官（広島事

務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

 原因関係者としての船長からの意見聴取は、本人が本事故で死亡したた

め行わなかった。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

モーターボート 一
いち

力
りき

丸、５トン未満 

 ２７０－１８６６９広島、個人所有 

 ４.６９ｍ（Lr）×１.４７ｍ×０.６１ｍ、ＦＲＰ 

 船外機、１８.３９kＷ、進水年月日不詳 

 乗組員等に関する情報 船長 男性 ７３歳  

 一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士 

  免許登録日 昭和４９年１１月１９日 

  免許証交付日 平成２０年８月２２日 

         （平成２６年８月５日まで有効） 

 死傷者等 死亡 １人（船長） 

 損傷 なし 

 事故の経過 

 

 本船は、船長が１人で乗船し、いか釣りのため、平成２１年１１月２７

日１３時００分ごろ、呉市倉橋町大向
おおこう

の係留地を出航した。通常１６時～

１７時の間に帰港する船長が、１８時を過ぎても帰港しないため、知人が

１１８番通報をして、海上保安庁の巡視艇が捜索したところ、伝太郎鼻灯

台付近で無人の本船を１９時４０分ごろ発見した。 

 翌２８日１０時３０分ごろ、伝太郎鼻北東９４０ｍ付近の海底で、船長

の遺体が発見された。死因は溺死と検案された。 

 気象・海象 

 

気象：天気 晴れ、風向 北東、風力 １、視界良好 

海象：平穏 

 その他の事項  船長は、日ごろ、体調不良を訴えておらず、当日も異常はなかった。 

 船長は、発見時、救命胴衣を着用していなかった。 

 船体発見時、機関は中立運転で、船体右舷中央から釣り糸が船外に垂れ

た状態であった。 
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分析 乗組員等の関与 

船体・機関等の関与 

気象・海象の関与 

判明した事項の解析 

不明 

不明 

不明 

 死因は溺死であった。 

 本船は、伝太郎鼻沖においていか釣り中、船長

が、１人で乗船していた本船から落水した可能性

があると考えられるが、落水した状況について

は、明らかにすることができなかった。 

原因  本事故は、本船が伝太郎鼻沖においていか釣り中、１人で乗船していた

船長が、落水したため、発生した可能性があると考えられる。 

 




